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1.　界面活性剤の乳化力，分散力は洗浄の重要な因子

であ る。し かもこ の際 添加される助斉ﾘがこれらの性能に

影響 を与え る。 われわれは各種 界面活 性剤ならび にそれ

らに通常混入され てい ると考え られ る2,    3 の助 斉ﾘを添

加し たも のについ て，これら の性能を検討し，助 剤の乳

化力，分散力に及ぼす影響を明らかにする ととも に， さ

らに実際の市販洗剤におけ るこれら性能 とを 比較 考察す

るこ ととし た。

2. ・ 3.　界面活性剤は オレイン酸ソ ーダ(S.  OL., 市販

品)， ドデ シル硫酸 ソーダ(S.  D. S. 市販試薬), ド デ シ

ルベ ンゼ ンスル ホン酸ソ ー ダ(S.  D. B. S.,合成晶)，ポ

リオ キシェチレン ラウ 卯レエ ーテ ノレ(L2JOH, 合成品)，

N,N －ジポリオキシェ チレンラ ウり レアミン(L2 ≫NH2，

合成品), また助剤は芒 硝，ソーダ灰，ト リポリy ン酸

ソーダを使用し た。 乳化力 はケロシン，分散力はカーボ

ンブ ラックに対 するもので， それぞ れ乳化串(%),  分散

能( ％) を求 めた。 乳化力 につい て は,  S.OL. は助剤添

加 により, ソーダ灰 を除い ては あまり影響 がない，し か

し,  S. D.S･,  S.D.B.S. はこれ らの添 加によって向上 ず



る傾向があ る。 また，L23OH は単独では か な り の乳化

力があるが
■ 

助剤添 加によって，や や低下 がみられる。

L2≫NH2 は単独では Ｌ町)Ｈ より劣るが， こ の場合は助

剤添加で向上 する。 分散力 につい ても乳化 力の場合とほ

ぼ同様 の傾向 がみられた。こ れらの結果 と各種市販洗剤

の性能 との関連 性を考察する。
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